






































































































































ラン判決 In re Quinlan, 355 A.2d 647, 663,1976）患者がするであろう治療決定を、医療




ズ判決 In re Jobes, 108 N.J. 394, 529 A.2d 434 ,1987; Dresser 1989） 























































































































































































































































































































































貌によって二分される生の二つの部分を、その人の人生全体（life as a whole）ないし人











































































る調査がなされなければならない。」（Dresser 2003）と考える。  米国で標準化したリビ
ング・ウィルと代理判断の原則に対抗して、ドレッサーが訴えるのは、判断能力を失った
患者の現在の利益に焦点を当てる「客観的治療基準（objective treatment standards）」と


























































































ていることを評価できる認知的な能力 （the cognitive capacity to interact with others 
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